
●県市の両病院の役割と診療機能を維持・
充実させる
●地域医療に関わる人材育成の拠点として
の役割を果たす
●西宮市域及び阪神圏域において安定的・
継続的に医療を提供する

西宮総合医療センター（仮称）

兵庫県立西宮病院（1936年開設） 西宮市立中央病院（1921年開設）

2026 年開院予定

両病院の沿革

連 絡 先

開院までのスケジュール

年 度

建 物 整 備

R2

基本設計 実施設計 竣工 開院建設工事

R3 R4 R5 R6 R7 R8

兵庫県病院局企画課
〒650-8567 神戸市中央区下山手通５丁目 10 番１号　Tel.078-341-7711（代表）

兵庫県立西宮病院
〒662-0918 西宮市六湛寺町 13 番９号　Tel.0798-34-5151（代表）

西宮市立中央病院
〒663-8014 西宮市林田町８番 24 号　Tel.0798-64-1515（代表） 兵庫県 西宮市
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Scheduled to open in 2026.

●３次救急、災害拠
点病院（県DMAT
指定病院）
●周産期、がん診療、
腎移植などの高度
先進医療

●1975年より現在地
で営業
●１次・２次救急
●がん診療、広域的
呼吸器感染症への
対応など地域医療
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感染専用 EV

病院棟・
放射線治療棟

※関連施設として西宮市が救急ワークステーション
　を整備する。

一般

ヘリポート

一般

一般 一般

一般 一般

一般＋SCU 一般

一般 一般

小児＋一般地域周産期
母子医療 C

GHCU、
GICU・CCU
医局、管理、

教育、

手術、病理、ペイン、透析、
ME、アイ C、リハ

中央材料、栄養、SPD、
剖検、薬剤

医事、
患者支援、

生理、検体、化学療法、
処置、外来、レストラン

救急救命 C 感染、MPU、放射線、内視鏡 C
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提供する診療機能
８つの基本方針を中心に、
地域中核病院に相応しく幅広い医療を提供

施設概要
地上 11階、
阪神国道駅すぐそば、国道２号線沿いに開院

①基本方針

②診療科目：35 診療科（※□は新設）

③病床数：552 床
一般病床 544 床、精神病床８床

皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、放射線診断科、
放射線治療科、リハビリテーション科、病理診断科、
救急科、精神科 、麻酔科、産婦人科、小児科、
臨床検査科、ペインクリニック内科、ペインクリニック外科

①建設場所
所 在 地：西宮市津門大塚町（アサヒビール西宮工場跡地）
敷地面積：26,000 ㎡

②構造規模等
●病 院 棟：延床面積 54,531 ㎡
　　　　　　　　鉄骨造（免震構造）・地上 11 階、塔屋１階（ヘリポート）
●放射線治療棟：延床面積 1,995 ㎡
　　　　　　　　RC 造（耐震構造）・地上３階

③設計上の主な特徴
１．医療ニーズへの対応

・高度急性期エリアの連携強化：救急・手術・ICU エリアとヘリポートを専用エレベーターで直結
・将来の医療環境の変化に対応すべく、増築スペースを各所に確保

２．感染症対応機能の充実
・感染専用の入口とエレベーター、陰圧設備付きの専用診察室・病室などを確保
・感染拡大フェーズに応じて、受入病床を拡大させるゾーニング、空調整備を計画

３．地域における医療従事者の育成拠点づくり
・スタッフの学びの場（カンファレンス室）、他職種が集うスタッフステーションを整備

４．災害への対応
・地震対策：免震構造
・浸水対策：敷地嵩上げ、重要設備・部屋の上階設置
・広域災害時の傷病者の受入れに備えて、トリアージや処置エリアを設定、非常用電源や医療ガス等を配備

その他

外科、呼吸器外科、心臓血管外科 、乳腺外科、消化器外科、
脳神経外科、整形外科、形成外科、歯科口腔外科

外科系

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、
脳神経内科 、糖尿病・内分泌代謝内科、血液内科、
腫瘍内科、リウマチ内科

内科系

両病院の医療を引き続き提供し、西宮市域
及び阪神圏域における中核的な医療機関
として役割を果たす。

高度急性期・
急性期医療の提供

阪神圏域内の２次救急医療機関や阪神南部
の救命救急センターとの役割分担・連携を
十分考慮し、救急医療体制の充実を図る。

県立西宮病院の取組を引き継ぐとともに、
ゲノム医療、再生医療、遺伝子治療の分野
においても先進医療への対応を目指す。

救命救急センター
としての役割

 先進医療への対応

阪神圏域における新型コロナウイルス感染症
への対応を踏まえ、重症者等への対応など、
感染症対応機能の充実・強化を図る。

感染症対応機能の
充実・強化

AI、ICT の活用をはじめとする、医療技術
の進歩に対応できるよう、将来の拡張性を
考慮する。

AI、ICT の活用

地域における若手医師等の医療従事者の育成
拠点とするため、魅力ある研修プログラム
の提供など育成・研修機能の充実を図る。

医療従事者の
育成拠点

ヘリポート整備、免震構造の採用など災害に
強い病院とし、災害拠点病院として引き続き
DMAT の設置など災害医療体制を整備する。

災害に強い病院

診療機能の高度化、患者サービスの向上
などを図り、安定した経営基盤を確立する。

安定した
経営基盤の確立
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